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   中津道の住民活動 

 桜井市の最西部にある中津道は近代

的な明るいイメージを与える地域で

す。歩いていて格別、威圧するような

高い建物もなく、一口でいえば凸凹が

なく、突っ張ったものもなく、みんな

が平穏な暮らしを享受しているよう

で、別天地の感があります。そういえ

ば自動車の騒音もありません。商店も

なさそうです。改めて思います。ここ

はベッドタウンとして造られたまちだ

と。 

 日本が経済大国へ向かって、まっしぐらに突進した時代、その役を担わされた働き手

が、明日の勤労力の再生産の「わが家」として、この地を選んだのです。 

 いま、多くの家庭は静かに高齢期を迎えようとしています。とすれば、この地域の平穏

さも納得ができます。しかし、平穏なベッドタウン。住民は高齢期に……というとすぐに

「無気力」という解答は低俗です。 

 中津道では、自主的な活動が活発になされています。ここの住民には、自然環境に恵ま

れたこの地を選び住んだという自立意識が強く、平穏な住環境は、その意志の表れでしょ

う。その根底に住民の強い、自主的な自治意識があります。 

 それが、お互いに共通感情を呼び起こし、早くから「自分たちのまち」づくりという活

動力になっています。自治会の活動内容も豊富で多様ですが、これを支えて、ヨコへ自由

に働きかける「中津道クラブ」の存在もユニークです。 

 「中津道クラブ」は60才以上の人が自由な判断で参加できる会ですが、過去の経験を生

かしたり、新しい人生に挑戦しようという人たちが集まり、この地の活性化を呼びこんで

いるのです。 

 ベッドタウンとして新しく拓かれた地域で、いま新しい郷土史が作られようとしている

のです。まちおこし。というと商業おこしに直結し勝ちですが、中津道での、内面的に充

実した生活共同体を目指す運動は、今後の市民運動のあり方を示唆するものでしょう。 

(淺川 肇) 

中津道自治会館にある桜 
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 出席者 上村 正晴  中津道自治会会長 

     柏木 雅雄  中津道自治会副会長 

     一関 赴洋  中津道クラブ(老人会)会長 

     玉置 修一郎 中津道クラブ(老人会)副会長 

     篠原 久美子 中津道クラブ(老人会)役員 

     松浦 冨美子 中津道クラブ(老人会)役員 

     長澤 照子  中津道クラブ(老人会)役員 

     尾上 謙介  民生児童委員 

     四辻 美子  福祉委員 

     中村 千鶴子 福祉委員 

     溝間 美津江 リクレーションクラブ・リーダー          (敬称略) 

 インタヴュアー 淺川 肇 

 

はじめに全250戸を擁する、中津道自治会の活動を紹介しますと 

1月：新年互礼会 場所は自治会館前の公園で参加者は約200人。「とんど」をしますが、テ

ント設営やぜんざい、酒類もあり、準備に40人位出ます。 

 

4月：桜花園遊会 自治会館横の桜の花見です。これが一

番大きなイベントで、300人を予定しています。準備は55

人位かかります。弁当の用意、ビンゴゲーム、バンド公

演や相撲甚句もあり、豚汁の炊き出しも行います。 

 

7月：夕涼み会 公園に毎年130人位集まるのですが、弁

当・飲み物・ビンゴゲーム・フランクフルト・きゅうり

の浅漬けなど準備は30人位かかります。 

 

9月：敬老の日の集い お年寄りを中心にした懇親会で

100人位集まります。リクレーションゲーム・詩吟・軽音

楽演奏もあり、弁当・飲み物・ビンゴゲームなど、準備

は35人位で担当します。 

 

 これだけでも大変ですが、自治会の他に中津道クラブ

(いわゆる老人会)の活動も活発で、毎月「クラブ便り」

を発行配布、公園の清掃の他、自治会諸活動への協力、

こども会とのふれあい行事など、毎月5～6回は集まっています。 

 カラオケ同好会は毎月「桜井市西老人憩いの家」で歌います。 

     中津道の住民活動の紹介 

桜花園遊会 

ふれあいサロン 
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淺川 随分、活発な活動に驚きますが、ここに移ってこられたのは、いつ頃ですか。 

   また、その決定力になったものは？ 

◎  昭和53年～55年にかけて、全250戸が入居しました。決定力になったのは、大和三山 

   を中心とする景観ですね。 

◎  ここが桜井市という行政区域には、こだわりませんでした。 

 

淺川 自治会館をフルに活用されているようですが？ 

◎  サークルは20位あります、この他に趣味の会など多数あります。 

◎  自治会館は、自治会の総務部長が管理していますが、什器・備品は整っています。 

カフェもやっています 

◎  水曜日の午後1時～3時まではカフェ「歩楽里ぶらり」をボランティアグループで 

   やっています。一度おでかけください。 

 

淺川 駅に関しては？ 

◎  夕方には、周辺が真っ暗になります。 

◎  無人駅になったのも心配です。 

 

淺川 買い物はどこへ出かけますか？ 

◎  日常の買い物は生協を利用しています。 

◎  橿原市へ行く事が多いです。 

◎  桜井市で買い物をする方が市の為になると思って桜井で買います。 

 

淺川 現在の問題は？ 

◎  高齢化です。100人超えた小学生も、今14人です。 

◎  空き家が出はじめました。 

◎  バスが欲しい、買い物も病院もタクシーで行きます。 

◎  出張販売をしてくれる店を探している。 

◎  防災です 

防災の講習会を町内でしました。 

町内には防災の専門家がおられ、話を聞くと、この地域は地震による液状化現象が起こり

やすい土地だそうです。 

 

淺川 今後の計画などありますか？ 

◎  映画「麦秋」のロケ地になった、この地で余生をたのしみたい。 

◎  日頃のコミュニケーションをはかる。 

◎  住み良いまちをつくりたい。 

     皆さんの声を集めました 

カフェ「歩楽里ぶらり」 

中津道親父バンド 
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編集後記 今回、中津道を訪問しました。自治会館の積極的な活用に関

心しました。多様な活動の一部だけの紹介に終わって我ながら残念。 

 4月から大福で「コミュニティ・カレッジ 知の森」の「グローバル社

会と国際協力」が開講されました。毎週日曜日の午後1時から関西学院大

学の教授をはじめ国際協力の最前線で活躍してこられた6人の講師による

オムニバス講義です。参加者は多彩な顔ぶれで高校生も交じり、毎回質

疑応答も活発に行われています。             （あさ） 

うるわし通信編集責任者  

〒633-0091 

桜井市桜井142－5－203 

淺川 肇 

TEL090－1961－6345 

●4月25日(金)故芝房治氏を偲ぶ花見会を故人ゆかり

の「天空の庭 高見の郷｣で行いました。参加者10名

で、芝さんが記念植樹された桜は満開でした。 

 

●5月の常任理事会は5月22日（木）午後6時30分より

「市民活動交流拠点」まほろばセンター研修室(エレ

ベータ横の部屋に変更されています）で行います。 

 
●平成25年度定時総会を6月14日(土)午後1時より「あ

るぼーる」にて開催します。 

 
●午後2時10分からは、同会場にて甲斐弓子氏(手塚 

 山大学考古学研究所特別研究員)による公開講演会 

 を開催します。参加無料 

      事務局だより 

●映画「じんじん」上映会 

日時  5月18日（日）第1部：午前10時～ 第2部：午後1時30分～ 

場所 桜井市民会館 

前売券：￥1,000 当日券：一般￥1,500 小中学生￥800 

チケット取扱い窓口 桜井市民会館 TEL:0744-45-0964 
 

●図書館友の会の5月読書会は「坂口安吾を読む」お薦めは(堕落論・日本文化私観)です。 

日時 5月27日(火)午後１時30分から  場所 まほろばセンター研修室  

問い合わせ先 淺川 肇 TEL：090-1961-6345 友の会会員以外の参加も歓迎します。 
 

●健康づくり教室開始のお知らせ 

日時 5月20日(火)午後１時30分から  場所 まほろばセンター研修室 

講師 尾上 嘉則 (おのうえカイロプラクティックハウス)  

参加費無料       問い合わせ先 淺川 肇 TEL：090-1961-6345 

      お知らせ 

●5月から市民活動交流拠点に専任のスタッフが入職されました。 

 松村さやかさんと森田明美さんです。午前9時から午後6時までの勤務で(毎週月曜日は休 

 み)、お二人の豊富な経験を活かして、まちづくりに取組んでいきます。 

  桜井市民活動交流拠点のお知らせ 


